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施 設 概 要

社会福祉法人大阪府社会福祉事業団

特別養護老人ホーム高槻荘

入居定員 110名（内ショートステイ 10名）

平均介護度 4.3

職員数 124名

介護職員   86名

高槻荘ご利用のみなさまが、

「豊かで潤いのある生活」を送っていただけるよう、

笑顔とまごころでサービスに努めます

【理念】



背景・取組み・ねらい

‣

     80.6%の介護事業所が「導入していない」

‣

 「コストが高い」「設置場所がない」「見合う効果がない」「維持管理が大変」「使いこなせるか心配」

‣

専用フォーマット「介護機器導入過程シート」の作成（ロボット・機器の特徴や効果など）

     各種介護機器の動画を作成(約1分程度の使用時の動画)

‣

当施設のHP上で特集ページの作成

      SNS（動画投稿サイトなど）からの発信

‣

  機器の導入課題の解消

職員の負担軽減に繋がり、離職率の減少・人材不足を解消

※参考：令和２年度介護労働実態調査 公益財団法人 介護労働安定センター

背 景

取り組み

ね ら い

介護ロボットの普及率が低い※

機器導入への課題（上位5つ）※

現在使用している各種介護機器・ICT機器に係る専用フォーマットの作成、使用動画の作成

H P や S N S か ら の 発 信

介護機器・ICT機器の魅力を発信するプラットフォーム施設を目指す



導入している機器（一部紹介）

床走行式リフト

設 置 式 リ フ ト

スタンディングリフト

スライディングボード

見 守 り 機 器

イ ン カ ム

台数 場面 特徴 価格

4 移乗支援 １人介助で移乗可 583,000円～

コミュニケーション 複数人で情報共有

4 見守り 事故の予防・把握 337,000円～

2 移乗支援 619,000円～

2 排泄・移乗支援 580,000円～

11 移乗支援 17,600円

１人介助で移乗可

１人介助で移乗可

１人介助で移乗可

（各種別途諸費用あり）

65,780円43



床走行式リフトとは

‣自力で移乗出来ない方をシートを使って移乗する

‣座位や臥位などの体勢で吊り上げる

‣床を移動し、目的の場所（ベッド・車椅子）に移乗

させる

特 徴
床 走 行 式 リ フ ト



床走行式リフトのメリット・デメリット

・職員の抱える介助が減少した

・二人介助から一人介助になった

・ケアの標準化の役に立った

・新人職員の一人立ちが早くなった

・操作手順が多く、覚えること・使用することに抵抗を感じている職員がいる 

・使用する場所（広さや障害物の有無等）によっては、使用できない場合があった

・ユニット内に置いていると、設えの観点から違和感が生じる

・リフトを取りに行く際に現場から離れてしまう

メ リ ッ ト

デメリット

職 員



実際に使用していただきました①

※ご本人・ご家族への了承のもと撮影・掲載

怖いことはないよ。
気持ちがいいねぇ～



床走行式リフトのメリット・デメリット

・安心して移乗できるようになった

・ケガや皮膚トラブルが減少した

 

・人によっては痛みが出る場合がある 

・ADL維持の観点から導入に検討が必要 

・下肢の拘縮が強い方には使用できない場合がある

・台数が少ないと、使用に待ち時間が生じることがある

メ リ ッ ト

デメリット

対 象 者



スタンディングリフトとは

‣残存機能を生かしながら、立位姿勢が保持できる

‣電動・非電動に大別され、体の支え方によって前方タイプ・

後方タイプに分けられ、目的に応じて選定できる

‣介助者にも負担の少ない、安全で安心した介助が可能

特 徴

電動・後方サポートタイプ



スタンディングリフトのメリット・デメリット

・職員の抱える介助が減少した

・二人介助から一人介助になった

・対象者に待っていただくことが減少した

・操作手順が多く、覚えること・使用することに抵抗を感じている職員がいる 

・使用する場所（広さや障害物の有無等）によっては、使用できない場合がある

・ユニット内に置いていると、設えの観点から違和感が生じる

メ リ ッ ト

デメリット

職 員



実際に使用していただきました②

※ご本人・ご家族への了承のもと撮影・掲載

腰が楽だねぇ～
痛いところはないよ



スタンディングリフトのメリット・デメリット

・待たずにトイレに行けるようになった

・排泄場所の選択肢が増えた 

・トイレで排泄が出来ることにより、下剤の服用が減少した

 

・ 人によっては痛みが出る場合がある 

・ 他の入居者が使用中の場合に待ち時間が生じることがある

・ ADL維持の観点から導入に検討が必要 

メ リ ッ ト

デメリット

対 象 者



現場のホンネ

・操作方法を周知するまでに時間がかかりそうだった。

・機器（特にリフト）を取りに行くことが面倒、ユニットを空にしてしまう為、出来るだけ使用したくなかった。

・操作に時間を要し、機器の使用に否定的な意見があった（使用しない方が早くできるから）。

・資格（リフトリーダー）を取得した職員が積極的に推進させ、操作性の向上・業務の効率化に繋がった。

・機器（リフト）を2ユニットに1台（計5台）常設したことで、時間の削減に繋がり、使用頻度が向上した。

・抱きかかえ介助が無くなり、職員・入居者が安全・安心・安楽を実感し、機器に否定的な意見が少なくなった。

・機器台数の増加や多様な機器を見極め、導入していくことが、ノーリフティングケア・質の向上が進むと感じた。

・ケアに時間要することを危惧するよりも、職員が「自身の身体を守ること」が重要だと伝え、導入した意義を理

解してもらわなければならないと感じた。そして、リフトリーダーが波及させていくことが必要と感じた。

導 入 前

導 入 後

今 後



専用フォーマット「介護機器導入過程シート」の作成

取り組み内容①

・商品名

・導入時期、台数

・費用

・利用対象像

・使用場所

・導入に至る経緯

・効果

・導入時、困難だったこと

・新たに発生した課題

・今後の展開

・今後導入する施設への一言

詳細はコチラ



スタンディングリフトの使用時の動画作成（排泄場面）

取り組み内容②



特集ページの作成 動 画 投 稿 サ イ ト

取り組み内容③

ホームページやSNSからの発信



今後の展望

リフトリーダーが中心となって、新たな機器を積極的に導入し効果・検証を

    進めていく

SNS発信や研究発表を通じてブランディング向上に繋げる

介護機器・ICT機器による差別化を図り、当施設で生活したい、

働きたいと感じる施設を目指す

新たな介護機器・ ICT機器の導入

他施設・他法人からの介護機器・ICT機器のモデル施設の構築

魅力ある施設作り
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